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と称されたと伝えます。
平成28年（丙申）の元旦、穏やかな天候に恵まれ、ご本殿を照らす朝日が一層の神々しさを添えていました。



謹んで新年のご挨拶を申し上げます。昨年は、島根県が情報産業向けにITOC（し

まねソフト研究開発センター）を立ち上げ、情報産業の支援を一層強化しました。

その効果の検証として行っている情報産業の実態調査でも、従事者数：81名増（前

年比106.9％）、売上：12億円増（前年比105.3％）となり、過去最大の大きな成果と

なりました。

今年は、I o Tの推進・ビッグデータの活用・マイナンバーの利活用・セキュリティ

強化など多くのI T需要の増加が期待でき、進出企業を含めた県内I T企業の雇用も力

強く拡大するものと思います。今年2016年の実態調査では100名を超す従事者数増が

実現できると考えています。情報産業の多くを占めるソフト系I T企業では、1人当

たり1000万円の売り上げが平均であり、その6割から7割が福利厚生を含む労務費で

す。非常に付加価値の高い産業であり、地域の経済に大きな貢献をしていると思い

ます。また、若者の雇用を創出する意味でも、地域の活性化・地域創生に果たす役

割は大きいと考えています。

この10年、順調満帆に成長を続けてきた訳ではありません。2008年のリーマン

ショックや2011年の東日本大震災では、I T 投資が大きく冷え込みました。新しい年

の2016年も、大規模な自然災害や中国の景気低迷、E Cの混乱など外的な要因で情報

産業の業績が左右されると想定しています。継続的な情報産業の成長を遂げるため

には、チャンスを活かす大胆な経営の決断とリスクを回避する慎重な経営が求めら

れます。この両方の考え方を一つのプロジェクトの中で、あるいは企業全体の中で

バランス良く実施していくことが求められています。

我々にはフォローの風があります。島根県を中心とする行政機関が力強く支援し

てくれています。I T O Cを中心に研究開発課題、自治体のU Iターン支援、学のI T教

育強化、これらを経営方針・成長戦略に組み込み、リスクを最小化してチャンスを

活かす年にしたいと思います。

今年もみなさまと共に、元気で闊達な情報産業であり続けられるよう努めてまい

りますので、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

一般社団法人　島根県情報産業協会

会　長　　　　吉岡　　宏

新年の
ご挨拶
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平成28年3月9日開催の理事会（書面）で、平成28年度の
情報産業協会事業計画及び予算が決まりました。

我が国経済は、長いデフレによる経済低迷を脱しつつあるなか、深刻化しつつある中国などの
途上国経済の悪化により、円高、株安の局面となり、停滞への恐れも生じ始めた。

島根県の情報産業は、この数年着実な成長を遂げている。県内各産業の動向と比較して、情報
産業の成長には特筆すべきものがある。売上額など産業としての規模はまだまだ小さいながらも、
すでに農林水産業のそれを超え、各産業分野のなかで、ずば抜けた成長力をみせている。また、
雇用面でも、毎年100名近くの有能な人材の新たな雇用の受け皿として注目されている。マイナン
バー制度の導入や、各産業の高度化のために IT活用が求められるなか、地域社会で情報産業が担
うべき役割は、ますます増加している。

こうしたなか、（一社）島根県情報産業協会は、協会創立以来の理念である情報関連技術の開発
及び利用の促進を一層促進するため、会員相互交流の機会を多々設けるとともに、情報関連技術
に関する研修を引き続き協会活動の主な柱にして取り組んでいく。その際、行政との連携を密接
にして取り組む。

行政に対する積極的な協力を行うことにより、施策の実施が情報産業界にとり効果的なものに
なるように努める。行政に対する施策提言活動を強化する。また、行政のソフト系IT産業支援に
関する情報の収集に努め、会員へ適時適切な提供を行う。

情報産業を担う人材確保の競争が熾烈なっている今、その確保は、焦眉の課題である。そのた
め、行政関連団体が行う関連施策の積極的な利用のほか、協会としても、高等教育機関と連携し
ながら、学生へのガイダンスを実施する。併せて、情報産業界の実像について広く理解をはかる
ための取り組みを行政との連携や新たに業界独自に取り組むこととする。

新年度事業計画・
予算が決まる！

平成28年度当初予算（正味財産増減表形式）

区分
前期当初
予算額

H28予算額
会計間調整 合計

増減
（当初比）一般会計 JISA特別会計 人材育成特別会計

経
常
収
入

会費収入 4,450 4,698 4,698 248
特別会費 980 980 980 0
広告収入 0 0 0
県受取補助金 6,000 6,000 6,000 0
受取交付金 170 170 170 0
受講料収入 6,100 6,255 6,255 155
繰入金収入 0 400 300 ▲	700 0 0
雑収入 501 500 500 ▲	1
計 18,201 6,578 470 12,255 ▲	700 18,603 402

経
常
費
用

会議費 1,325 1,400 1,400 75
情報交流事業費 510 510 510 0
高度化事業 470 470 470 0
普及啓発費 425 430 430 5
人材育成費 9,720 9,802 9,802 82
事務管理費 7,351 5,238 2,001 7,239 ▲	112
繰出金 0 300 400 ▲	700 0 0
予備費 200 200 52 252 52
計 20,001 8,078 470 12,255 ▲	700 20,103 102

当期増減 ▲	1,800 ▲	1,500 0 0 0 ▲	1,500 300
前期繰越金 2,900 3,184 3,184 284
うち特定資産 1,100 1,684 1,684 584
翌期繰越金 1,100 1,684 0 0 0 1,684 584
うち特定資産 1,100 1,684 1,684 584

単位：千円

平成28年度 事業計画・予算

3



「しまねソフト研究開発センター」は、昨年10月にグランドオープンしました。
「しまねソフト研究開発センター」は、その略称を、英語表記の「I T  Open-

innovation  Center」から「ITOC（あいとっく）」と名付けました。皆様も、ぜ
ひITOCと呼んでいただきたいと思います。

ITOCは、島根県内の企業の皆様が、人々の求める新たな商品、サービスを創
出されることを支援してまいります。

そのために、新たな時代に必要とされるI T分野での基盤技術の研究と開発を
行い、成果は広く公開いたします。

そして、研究テーマに関心を持つ世界中の方々と協力するため、国内外の諸
機関や技術者とも連携してまいります。そのため、積極的な情報の発信を行う
とともに、自由で創造的な研究開発環境を用意して提供いたします。

また、「先駆的な研究」を行う研究員や技術アドバイザーを配置しており、県
内IT関連企業の技術者の方々との交流も積極的に行いたいと考えております。

情報産業協会会員の皆様におかれましても、「研究開発の場」、技術者が集う
「コミュニティの場」としてぜひご活用いただきますようお願いいたします。

ITOCは、県民の皆様、県内企業の皆様のお役に立てるよう、スタッフ一同努
力してまいります。

今後とも、ご指導、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

しまねソフト研究開発センターについて

講座名 時期 会場地 受講料 市場価格
（参考）

データベース設計（基礎編） 未定 松江市 30,000 66,000

データベース設計（トレーニング編） 7月7・8日 松江市 40,000 73,200

データベース基礎 6月2・3日 松江市 30,000 58,000
情報セキュリティ対策実践シリーズ
基礎から学ぶセキュア環境構築・運用入門編 5月16・17日 松江市 41,000 76,000

問題解決の基礎技法
～組織における問題解決の効果的な進め方～ 10月13・14日 松江市 45,000 75,000

jQueryによるWebアプリケーション開発 10月6・7日 松江市 36,000 72,000
相手に伝わる！ビジネス文書の極意
～論理的な文書の組み立て方～ 10月20・21日 松江市 48,000 76,000

Web技術者のためのHTML5　APIプログラミング 7月25・26日 松江市 36,000 72,000
相手に伝わる！プレゼンの極意
～論理的なシナリオ構築方法と伝えるスキルの修得～ 11月14・15日 松江市 48,000 76,000

プログラム開発におけるレビュー・テスト技術の基礎 7月19・20日 松江市 43,000 70,000
SEに求められるヒアリングスキル
－効果的な顧客要件の聞き取り－ 8月4・5日 出雲市 60,000 91,200

小規模プロジェクトから学ぶ！プロジェクトマネジメントのコツ 7月11・12日 松江市 49,000 76,000
プロジェクトリーダーのための戦略的交渉術
～交渉戦略の立案と実践スキル～ 6月20・21日 松江市 60,000 76,000

プロジェクトマネジメントの技法 12月8・9日 松江市 43,000 70,000

ビジネスシーンにおける論理的思考力向上研修 9月15・16日 松江市 57,000 76,000

Rails4実践開発（2）※経験者向け 9月7～9日 松江市 42,000 —

Rails4実践開発（1）※初心者向け 6月8～10日 松江市 42,000 —

RubyWorldConference2016参加事業 11月3・4日 松江市 2,000 5,000

新年度人材育成講座一覧
平成28年度に県からの補助を得て実施する講座は次のとおりです。場所については、松江市テクノアー

クを原則とし、一部出雲市で実施を検討しています。詳細が決まり次第お知らせします。各講座開始前6週
間前に周知と受付を開始します。

しまねソフト研究開発
センター長

（	公益財団法人しまね産業振
興財団代表理事副理事長）

楫野　弘和
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情産協活動報告

情産協主催地域情報化月間行事の講演会を昨年10月16日松江エクセルホテル東急で
開催しました。今年度の講演会には、講師にN T T西日本ビジネス営業本部クラウドソ
リューション部地域ICT部長小林克之氏をお招きし、「マイナンバー導入までにもう一度
見直したいサイバーセキュリティ～標的型メールによるサイバー攻撃の脅威～」と題し
て、ご講演をいただきました。

小林氏は、事例を紹介しながら、最近のサイバー攻撃の特徴として、標的型メール攻撃
によるスパイ・諜報活動が最大の脅威となっているとされ、国家レベルのサイバー攻撃

など多様化していること、発信元を偽装した匿名であること、被害者にはウイルス感染事実が分かりにく
い隠密性に特徴があると指摘され、改めて個々のPCでの対策ソフトの導入やソフトのアップデート、ID・
PWの適正管理、個人情報等重要情報の適正管理を強調されました。

さらに、膨大な情報量となる2020年東京オリンピックや伊勢志摩サミットの開催など、サイバー攻撃が
予想されるイベントが続き、不足するセキュリティ人材確保対策を早急に進める必要を指摘されました。

小林氏の講演のあと、島根県商工労働部産業振興課情報産業振興室の美濃室長から、島根県のI T産業施
策の基本的な考え方について説明がありました。

このなかで、美濃室長は、策定予定の県計画のなかで、改めて「I T産業の振興」を柱
の一つにすること、来年度に向けて、一部施策の内容の見直しがあるが、引き続き積極
的に応援して行くとされました。また、今年度開設のしまねソフト研究開発センターに
ついて、I T産業振興の「ワンストップサービス」を提供するとの話があり、センターが
ソフトウェアの開発等技術的な課題だけでなく、経営・金融等を含めてIT企業全般に係
る問題の相談窓口とするとの考えが示されました。

協会恒例の新年会は、2月3日松江エクセルホテル東急で開催しました。新年講演会・交流会ともに100名
を超える参加があり、近年になく賑やかなものになりました。

新年講演会・交流会ともに100名を超える参加があり、近年になく賑やかなものになりました。
石𥔎修二代表理事副会長の進行で開会した新年会は、まず、吉岡宏会長の新年を寿ぐ開会挨拶がありま

した。吉岡会長は、会員の親睦と情報産業業界の発展、ひいては島根県の産業振興に力
強く貢献することを呼びかけました。

引き続き、中国経済産業局地域産業部長江口知之氏により講演会を開催しました。江
口部長は、経済産業省所管の産業統計を例に、最近の景況については概ね持ち直してい
ることをまず説明されました。また、平成28年度における経済産業省の中小企業施策に
ついて詳細な説明をされました。

次に、宮本一成テラテクノロジー代表取締役社長から、本県内立地企業で構成する「し
まねI T企業立地交流会」会員社の紹介がありました。「しまねI T企業立地交流会」は、
主に東京を中心とする立地企業と県内企業との交流を促進するため結成され、現在28社
にのぼっています。半数の14社が協会の会員です。

交流会は、松江市長松浦正敬氏、中国総合通信局地域連携推進課長堀内和弘氏、中国
経産局参事官宅見幸一氏、島根県商工労働部参事本廣保徳氏の祝辞を頂いた後、公益財
団法人代表理事理事長山崎征爾氏の乾杯のご発声で開宴しました。

地域情報化月間講演会開催

新年会開催

1

2 2016年2月3日開催

2015年10月16日開催

小林克行氏

美濃氏

吉岡宏氏

松浦正敬市長 堀内和弘氏 宅見幸一氏 本廣保徳氏 山崎征爾氏

江口知之氏

宮本一成氏

5



【ご協賛各社】表示は企業名50音順とさせていただいております

◎アキュートシスコム様 ◎オネスト様
◎島根情報処理センター様 ◎島根中央信用金庫様
◎大社カントリークラブ様 ◎ティーエスケイ情報システム様
◎テクノプロジェクト様 ◎ネットワーク応用通信研究所様
◎スナック ボギー様 ◎両備システムズ様
たくさんのご協賛ありがとうございました！！

当協会親睦ゴルフコンペが10月24日（土）、いづも大社カントリークラブにて15社
27名参加のもと開催されました。当日は絶好のコンディションとなり、会員相互の
親睦とお客様との交流を深め、にぎやかで楽しい一日となりました。

また、下記のとおり多数の企業様から協賛をいただき、ドラコン賞、ニアピン賞
をはじめ、多数の賞品用意することができ、盛大に表彰式も行うことができました。
なお、成績は次のとおりです。

3

ご参加いただきました皆様

今年度の調査では、これまで実施してきた調査項目の外、新たに
プログラマー・システムエンジニアの不足数の調査項目を追加し
て実施しました。今回の調査結果の特徴は次のとおりです。

・ 売上高（227億円）・経常利益額（12億円）・IT従事者数
（1249人）ともに伸長した
・ I T従事者の増加数81名のうち県内本社企業で61名、県外本
社企業20名増加
・ 技術者不足数は175名で、県内本社企業の54％が137名不
足を訴え、県外本社企業の56％が38名の不足を訴えている。

この調査結果を基に、島根県知事のほか、松江市長・出雲市長・浜田市長・益田市長を訪問し、報告す
るとともに、IT企業振興に向けての取組の強化を訴えました。

平成28年1月13日松江市のテルサにて、松江高専情報系
の学生を対象に県内I T企業の紹介を行うガイダンスを実
施しました。ガイダンスは協会と県の共催で、松江高専の
協力を得て実施したもので、2回目の開催です。ガイダン
スには会員社22社が参加し、学生40名が参加しました。各
社のプレゼンテーションの後、各社ブースを学生が訪れ、
各企業の実情の理解に努めていました。

4

5

 優 勝  吉岡　宏（テクノプロジェクト）
2 位 戸谷弘明（ティーエスケイ情報システム）
3 位 平等一成（島根中央信用金庫）
ベスト
グロス賞 田原　良（島根中央信用金庫〈スコア76〉）

親睦ゴルフコンペ開催

ソフト系IT企業実態調査の実施・報告

松江高専生対象のガイダンス開催

2015年10月24日開催

優勝！吉岡会長

2016年2月3日開催
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一般社団法人島根県情報産業協会  会員名簿

○理：理事　○監：監事 （注）■塗りつぶしは新たに掲載する会員社

会　　社　　名 役 職 名 代 表 者 住　　所 電　　話

【正会員】 （正会員60社）
㈱アイ・コミュニケーション 代 表 取 締 役 目次　真司 松江市北陵町46-4 0852-28-1001
㈱アイテック 代 表 取 締 役 宮川　則男 松江市西川津町4210 0852-24-5220
㈱アイティープロデュース出雲支店 代 表 取 締 役 糸原　賢二 出雲市駅南町2-3-1  エイコー駅南ビル3Ｆ 0853-25-8105
㈱アキュートシスコム 代表取締役社長 藤原　文幸 松江市乃白町334番地6 0852-31-9101
㈱アバンセ 代 表 取 締 役 福間　　英 松江市学園南1丁目15番10-403号 0852-26-3255
㈱イーウェル 松江オペレーションセンター サービス運営本部副本部長 庄子　賢一 松江市玉湯町布志名767-31 0852-60-0511
出雲ケーブルビジョン㈱ 代 表 取 締 役 今岡余一良 出雲市渡橋町228-1 0853-21-9811
㈱イード 代 表 取 締 役 宮川　　洋 松江市北陵町１  テクノアーク南館B 0852-67-6885
㈱ｅ−Ｆｒｏｎｔ 島 根 支 社 長 佐々木大輔 浜田市後野町779-2 0855-25-5890
エクスウェア㈱ 代 表 取 締 役 滝本　賀年 松江市朝日町1498番地  松江センタービル7F 0852-78-0375
㈱エスティック 代表取締役社長 中筋　雄三 出雲市白枝町607-6 0853-22-8140
㈱ＮＴＴファシリティーズ 中国 島根支店 支 店 長 山崎　　斉 松江市東朝日町102 0852-25-8000
㈱エネルギア・コミュニケーションズ島根支店 支 店 長 米田　　功 松江市母衣町115番地  中国電力島根支社4Ｆ 0852-22-9881
エフ・エスソフトウェア開発㈱ 島根開発センター 代 表 取 締 役 髙野　正己 松江市北陵町1番地 03-6279-4601
㈱オネスト ○理 代表取締役社長 石碕　修二 松江市上乃木4丁目23番50号 0852-31-8835
㈱オプティマ 第四統括部長 梶谷　伸二 松江市北陵町1番地  レンタルオフィスＦ 03-3493-8800
ガリレオスコープ㈱ 代 表 取 締 役 藤堂　五紀 松江市薦津町159 03-6809-5733
協和通信工業㈱ 代表取締役社長 石田　義信 松江市平成町182-37 0852-23-8650
ごうぎんシステムサービス㈱ ○監 代表取締役社長 長嶺　政典 松江市袖師町6番10号 0852-32-7680
小松電機産業㈱ 代 表 取 締 役 小松　昭夫 松江市乃木福富町735-188 湖南テクノパーク内 050-3161-2490
㈱コンピュータ・コンサルタント ○理 代 表 取 締 役 竹内　　守 浜田市朝日町70番地5 0855-23-5214
山陰ケーブルビジョン㈱ 代表取締役社長 石原俊太郎 松江市学園1丁目2番27号 0852-23-2522
山陰中央テレビジョン放送㈱ ○理 専 務 取 締 役 渡部　　勉 松江市西川津町721番地 0852-23-3434
㈱シ−エスエー 代表取締役社長 和田　健二 出雲市今市町396-3 0853-22-4114
㈱CMC Solutions 取 締 役 原田　淳一 松江市北陵町  ソフトビジネスパーク島根 052-222-0880
㈱システム工房エム 代 表 取 締 役 持田　朝子 松江市西津田3丁目2-3 0852-23-8590
㈱システムズアイ 代 表 取 締 役 中村　　治 益田市乙吉町イ342-1  第一ビル2Ｆ 050-3775-2130
㈱システムデザイン・アクティ 代 表 取 締 役 石本　光史 松江市浜乃木7丁目9番7号 0852-31-1670
㈱島根情報処理センター ○理 代表取締役社長 北村　　功 出雲市今市町321-3 0853-21-4674
島根電工㈱ 代表取締役社長 荒木　恭司 松江市東本町5-63 0852-26-2833
㈱スマートスタイル 代 表 取 締 役 野津　和也 東京都新宿区西新宿6-5-1  新宿アイランドタワー22F 03-6880-3220
セコム山陰㈱ 代表取締役社長 藤原　茂資 松江市北陵町 34番地 0852-23-6000
㈱ダイヤコンピュータサービス 代表取締役社長 郷田　芳穂 松江市東出雲町下意東1508番地 0852-52-5506
㈱谷口印刷 代 表 取 締 役 谷口　博則 松江市東長江町902番59 0852-36-5888
ティーエスケイ情報システム㈱ 代表取締役社長 戸谷　弘明 松江市学園南2丁目10番14号  タイムプラザビル3階 0852-27-6061
㈱ティーエム21 代 表 取 締 役 宮崎　　照 松江市北陵町52-2  ゆめっくす北陵14号室 0852-60-6810
㈱テクノプロジェクト ○理 代表取締役社長 吉岡　　宏 松江市学園南2丁目10番14号  タイムプラザビル 0852-32-1140
テラテクノロジー㈱ 代 表 取 締 役 宮本　一成 松江市北陵町1  テクノアークしまね南館 03-5979-7173
日海通信工業㈱松江支店 取 締 役 本常　賢一 松江市古志原3丁目12番31号 0852-26-2255
㈱日本ハイソフト ○理 代 表 取 締 役 杉原　　悟 出雲市芦渡町695-1 0853-23-0098
日本システム開発㈱ 代表取締役社長 伊藤　健文 松江市北陵町1  テクノアーク島根本館西棟3F 0852-28-7175
㈱ネットワーク応用通信研究所 ○理 代 表 取 締 役 井上　　浩 松江市学園南2丁目12番5号  HOYOパークサイドビル2F 0852-28-9280
㈱バイタルリード 代 表 取 締 役 森山　昌幸 出雲市荻杼町274番地2 0853-22-9690
パストラルコンピューターシステム㈱ 代 表 取 締 役 齋藤昭太郎 浜田市浅井町102-13  藤井ビル1F 0855-22-5001
㈱浜田コンピュータシステム 代表取締役社長 井上　公明 浜田市下府町327-85 0855-22-2020
㈱日立インフォメーションエンジニアリング 松江事業所長 中本　一成 松江市朝日町498-6  松江駅前第一生命ビル 080-3017-6723
㈱ヒューマンシステム 代 表 取 締 役 伊藤　恵美 松江市北陵町46-7 0852-60-5767
㈲ヒューマンネット 代表取締役社長 本田　晴男 松江市南田町130-1  フォートビル3Ｆ 0852-31-2066

（特定非営利活動法人）プロジェクトゆうあい 理 事 長 三輪　利春 松江市北掘町35-14 0852-32-8645
㈱プロビズモ ○理 代表取締役社長 浅田　信博 出雲市駅南町2-3-1  エイコー駅南ビル5Ｆ 0853-25-0018
㈱マース 代 表 取 締 役 杉原　成也 松江市北堀町332 0852-20-2577
㈱マイメディア ○理 代 表 取 締 役 秀浦　実晴 益田市下本郷町56番地1　 0856-22-4175
㈱松江情報センター ○理 専 務 取 締 役 安部　圭司 松江市母衣町180番地20 0852-22-8811
㈱マツケイ ○理 代表取締役社長 佐藤　寿行 松江市乃木福富町735-211  湖南テクノパーク内 0852-32-1616
㈱ミック ○理 代表取締役社長 宮脇　和秀 松江市学園南2丁目10番14号  タイムプラザビル 0852-27-0329
ミラクル・リナックス㈱ 代表取締役社長 伊東　達雄 松江市北陵町1 テクノアーク南館C 03-6205-9500
㈱モンスター・ラボ 島根開発拠点 代表取締役社長 鮄川　宏樹 松江市朝日町478-18  松江テルサ別館2階 0852-67-3860
㈱八雲ソフトウェア 代表取締役社長 松本　隆義 松江市朝日町478-18  松江テルサ別館2階 03-6265-6824
和幸情報システム㈱ 代 表 取 締 役 山下　裕國 松江市伊勢宮町560番地 0852-24-4471
㈱ワコムアイティ ○理 代 表 取 締 役 福光　　靖 松江市北陵町43番地 0852-20-7200

【賛助会員】 （賛助会員16社）
出雲コアカレッジ 校 長 石田　和也 出雲市斐川町富村1000-8 0853-72-2500
㈱インターネットイニシアティブ  九州支社中四国支店 九州支社支社長 平尾　一浩 広島市中区銀山町3-1  ひろしまハイビル21  5Ｆ 082-543-6581

（合同会社）Ｓ-ＷＯＲＫＳ 代 表 社 員 坂本　　潤 松江市津田町301  今井松江ビル1Ｆ 0852-60-0081
㈱ケイズ  島根支店 支 店 長 平石　久貴 松江市東津田町1041-1 0852-24-8194
㈱コミュニティ・クリエイション  松江オフィス 専 務 取 締 役 田島　　享 松江市朝日町498  松江センタービル8Ｆ 0852-27-5672
㈱山陰合同銀行 システム部長 吉田　　孝 松江市袖師町6番10号 0852-26-7222
㈱島根銀行 業務管理グループ部長 新宮　勇二 松江市東本町2丁目35 0852-24-1237
ダイワボウ情報システム㈱  松江支店 支 店 長 白柳　晃男 松江市朝日町498-6 0852-27-1621
㈱ドコモＣＳ中国  島根支店 支 店 長 浅原　雄二 松江市東朝日町88-1 0852-25-9501
西日本電信電話㈱  島根支店 ビジネス営業部長 名倉　将之 松江市東朝日町102 0852-20-7686
日本電気㈱  山陰支店 支 店 長 倉持　裕規 松江市朝日町477-17  明治安田生命松江駅前ビル 0852-24-4115
㈱日立システムズ  山陰営業所 営 業 所 長 酒井　克明 松江市御手船場町551  ニッセイ松江ビル4Ｆ 0852-24-1021
㈱日立製作所  中国支社  山陰支店 部 長 代 理 青柳　直樹 松江市朝日町498-6 0852-26-7366
フェンリル㈱ 事 業 本 部 長 芹澤　　満 大阪市北区大深町3-1  グランドフロント大阪タワーB14F 06-6377-7606
富士通㈱  山陰支社 山 陰 支 社 長 山下　　彰 松江市学園南2丁目10番14号  タイムプラザビル 0852-24-6624
専門学校  松江総合ビジネスカレッジ 校 長 林　　京子 松江市東朝日町74 0852-26-8000
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今会報では、掲載記事が多いため、恒例の会員紹介コーナーを割愛いたしました。
悪しからずご了解お願いたします。また、ITOCセンター長であるしまね産業振興財団代表理事楫野弘和副理事
長からご寄稿いただきました。多くの会員の皆様の積極的なITOC活用をお願いいたします。

事務局
から

【正規雇用等転換コース】
○派遣労働者を派遣先で直接雇用した場合

支 給 額
　　　　　　　　　　　派遣先で正規雇用労働者として直接雇用した場合に助成額を加算しています

有期契約　⇒　正規雇用　1人当たり　80万円（70万円）

無期雇用　⇒　正規雇用　1人当たり　60万円（55万円）

有期雇用　⇒　無期雇用　1人当たり　20万円（15万円）　※（　）内は大企業の額

対象となる労働者

同一の業務について6ヶ月以上の期間継続して労働者派遣を受け入れている派遣先の事業所、

その他派遣就業場所において当該同一の業務に従事している派遣労働者

例えば・・・

①同一業務に派遣元会社Aから派遣された太郎さんが6ヶ月従事した場合

② 同一業務に派遣元会社Aから派遣された太郎さんと派遣元会社Bから派遣された次郎さんが、合

わせて6ヶ月従事した場合

○ この他にも直接雇用している契約社員、パート労働者等を正規雇用または無期雇用に転換した場

合も助成対象となる場合があります。

事前にキャリアアップ計画書の提出が必要です。

詳しくは最寄りのハローワークにお問い合わせください。

派遣元会社A　派遣労働者　太郎さん

6か月 正社員転換

太郎さんが支給対象

派遣元会社B　派遣労働者　次郎さん派遣元会社A　派遣労働者　太郎さん

6か月 正社員転換

次郎さんが支給対象


